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―――25年ぶりに新たな部が創設されましたが、
　　　どのような経緯があったのでしょうか？
梶山　　第204回国会（令和3年の通常国会）において、閣法や条

約の条文などに多くのミスが見つかり、政治問題に発展する
事態となりました。法案にミスがあってはならないことは、議員
立法においても全く同じです。その点、衆議院法制局の動き
は速く、国会閉会後、法制次長の下にプロジェクトチームを設
置し、法案ミスの防止策等についての検討を進め、そこで提
言されたのが「法案審査部」構想でした。各党各会派の議員
の先生方の後押しを受け、法制局長を先頭に組織一丸とな
り、今回、ようやく実現にこぎ着けることができました。

―――法案審査部が創設された意義について、
　　　課長はどう考えていますか？
梶山　　法案審査部が行う審査は、従来の法制局長をはじめとする

幹部による審査と並行して、立法技術的な観点から「条文の
チェック」を行おうとするものです。これにより、各課において作
成する条文の「ダブルチェック」の体制が整い、「条文の立案」
や「（立案に入る前の）法制度設計」に注力することができるよ
うになったという点が挙げられると思います。ひいては、組織全
体として、より議員の先生方の「政策（おもい）」を「法律（かた
ち）」にすることができるようになるのではないでしょうか。

　　　　少し補足すると、衆議院法制局においては、少人数のエキ
スパートにより、日々、効率的に業務が遂行されています。す
なわち、一つの課において、①複数の会派から依頼された複
数の案件を同時並行で進めることが常であり、②各案件につ
いて、「条文の立案」と「条文のチェック」の両方を行うという
体制がとられてきたのですね。

　　　　しかし、近年、政策立案の初期段階からの関与を求められ
る場面が増えたり、短時日で成果を求められる案件が増加し
たりする等、衆議院法制局の業務量は増加の一途をたどって
いました。そのため、もはや職員のスキルの向上や業務に用い
るシステムの整備等によって対処できる限界を超える日が近
づいていたと言わざるを得ない状況でした。「条文のチェッ
ク」を専門的に行う部門として法案審査部が創設されたこと
は、こうした状況を改善するものであると考えます。

―――創設当初からフル稼働で、
　　　大変だったのではないでしょうか。
梶山　　そうですね。創設されたばかりの部ですから、「審査」

（チェック）を行うといっても、その手法が最初から固まってい
たわけではなく、常に手探り、試行錯誤の連続でしたね。特
に、会期末までの１か月間には多くの衆法が集中して提出さ
れましたが、充実した審査を行うことができ、安堵していると
ころです。

―――最後に、パンフレットを読んでいる
　　　皆さんへのメッセージをお願いします。
梶山　　衆議院法制局は小さな組織ですが、世の中の流れを受

け、スピード感を持って「アジャイルに」対応できる点が強み
であると考えます。現在は、法案審査にAIを活用することが
できないかについて検討しているところで、法案審査部も、衆
議院法制局も、まだまだ進化していくことができると思ってい
ます。

　　　　このパンフレットを読んでピンときた方は、まずは衆議院法
制局の業務説明会に足を運んでみてください。お待ちしてい
ます！

　令和5年4月、25年ぶりに衆議院法制局に新たな部が創設された。公務員の定員管理に厳しい目が向けられる昨今、なぜ衆
議院法制局の定員は増加を続けているのか、そして、なぜ今「法案審査部」なのか――「法案審査部のエンジン」（自称）である
審査第一課長が大いに語る――

　衆議院法制局の初代法制局長入江俊郎は、終戦後、法制局（現在の内閣法制局）長官として日本国
憲法の立案に深く関わった、まさに生みの親の一人です。憲法問題調査委員会の委員として、また、憲
法改正案の起草者として、松本烝治国務大臣や金森徳次郎国務大臣を支え、絶対的平和主義、徹底的
民主主義を掲げる現行憲法を作り上げました。また、明治以来、片仮名・文語体であった法令に、初めて
平仮名・口語体を採用した立役者でもあります。法令の頂点に立つ憲法が口語体で発表されたときは、
国民から驚きとともに圧倒的な好評をもって迎えられました。
　根本的な変革を遂げた天皇制の在り方、大英断というべき戦争放棄など、旧秩序から新秩序への移
行を法制官僚として担った入江には、新憲法の成立は日本国の歴史的進展の必然として生み出された
ものだという確信があり、そのため「アメリカの草案の翻訳」などといった見方には敢然と反論していま
す。
　その後、昭和23年7月に発足した衆議院法制局の初代法制局長に就任し、戦後法制の形成期にお
ける議員の立法活動を支えました。占領下のこの時期、法案の国会提出に当たり必要とされていた
GHQのクリアランス（承認）に関し、議員立法については法制局長において憲法適合性などを保証する

意見書を出すことが求められていたの
です。昭和27年に最高裁判事に転じた
入江は、18年余の長きにわたり務めた
同職において、法制執務の経験を踏ま
え、立法事実をベースとした憲法解釈を
貫いています。
　行政、立法、司法にわたる三権の各分
野において、憲法の価値を守り通した生
涯でした。

入江の遺した「憲法改正草案要綱」
（昭和21年3月6日発表）

コラムコラム 入江俊郎（初代衆議院法制局長）と憲法

としおいりえ
入江　俊郎
（明治34年1月10日～昭和47年7月18日）

東京都出身。内務省入省後、昭
和2年法制局（現内閣法制局）
参事官、昭和21年同長官。この
間、日本国憲法の制定等の立案
責任者として尽力。昭和21年、貴
族院議員に勅選。昭和23年以
降、国立国会図書館専門調査
員、衆議院法制局長、最高裁判
事などを歴任。

入江が尾崎行雄から贈られた
掛軸
（独行不愧影　独寝不愧衾）

尾崎が好んで揮毫したという
この言葉は、宋史の一節で、
「独りで歩いても影に恥じるこ
とはないし、独りで寝ていても
布団に恥じることもない」、す
なわち「どんなときでも裏表な
く、恥じるようなことはしない」
という矜恃をもった生き様を
示したもの。

２　修正案の立案・審査　―修羅場の立案―

　議員や政党の政策は、審議中の法案に対する修正案の提案という形で示されることもあります。このような修正案の立案・審査もまた衆
議院法制局の重要な職務の一つです。

　修正案の立案作業自体は、基本的には先に述べた法案の場合と異なるところは
ありませんが、対象となる法案の争点が政治的なものであればあるほど、委員会
での採決の直前になって初めて政党間での修正協議が調ったり、極めて政治的な
決着をみたりすることも少なくありません。そのため、修正案の立案は、往々にして
厳しい時間的制約の下での作業になることが多く、また、複数の政党から同時に
立案依頼が舞い込むことも少なくありません。まさに「修羅場」の立案作業であり、
政治のダイナミズムを身をもって実感する場面でもあります。

　さらに、修正案の立案の際には、時として、様々な法的・政治的要素を考慮しな
がら、微妙な法的表現を考案することを求められることがあります。そこでは、迅速
かつ的確な法律判断・情勢判断と、高い法制執務の能力が必要とされることから、
「立法府の法律家」としての実力が試される場面であると言えるでしょう。

３　憲法問題・法律問題についての照会に対する調査回答
　衆議院法制局の職務は、法案や修正案の作成といった条文化作業を伴うものばかりではありません。議員やその政策立案スタッフから
の照会に対する回答、議員が法律問題を検討する際の助言・示唆、委員会の命を受けて行う「法制に関する予備的調査」と多岐にわたり
ます。

　その意味において衆議院法制局は、議会における法律問題が集約される場なのです。

衆議院法制局の職務 できたぞ！すごいぞ！「法案審査部」

MEMO: 衆議院法制局にしかない仕事

　「ここさえ直してくれたら賛成できる」。法案
への態度には、賛成と反対の間に、そんな選択
肢も存在します。このとき、原案では折り合え
なくとも、修正案が合意形成のための選択肢
となり得るのです。
　政府提出法案に対する修正の大半は国会
の第一院である衆議院で行われており、与野
党の合意を修正案という「かたち」にする仕事
は、衆議院法制局じゃないとできない…かも？

梶山　知唯
法案審査部審査第一課長　平成14年入局
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通常国会における衆法の月別平均提出件数
（令和元年～令和5年）
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